
施工される方へ

ご注意

施工上のご注意

施工前に製品をよくお確かめください。
品質管理には万全を期していますが、万一品質に不都合な点がございましたら、販売店様または弊社営業まです
ぐにご連絡ください。施工前の製品に限り、販売店様を通じて代替品と交換させていただきます。施工後の交換、
補修はいたしかねますので必ず施工前にご確認お願いします。

ご使用になる前に必ずこの「施工説明書」をご一読いただきますよう、お願いいたします。間違った施工を行ないますと
製品の品質劣化や損傷につながる可能性があります。本書にそわず施工を行なった場合については、当社での保証は
しかねますのでご注意ください。

目次

屋内でも直接水
のかかる場所や
湿度の高い場所
での使用はしな
いでくだい。

屋外禁止 キズ注意 水・湿気禁止

火気厳禁 テープ禁止 溶剤厳禁

内装専用の製品
です。屋外での使
用はできません。

木質製品です。
火気の取り扱い
には充分お気を
つけください。

粘着テープ（セロ
ハンテープ・シー
ル等）を化粧面
に貼らないでくだ
さい。
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寸法単位：mm
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［上面図］
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製品図面・パーツセット明細
以下のパーツがすべて揃っているかをご確認ください。

ボックス

天板／底板／棚板セット

部
品

ビスL=51

6本

ビスL=28

4本

ビスキャップセット

10セット

ツノ付可動棚受セット

8セット

ビスキャップ（ブラック）
ワッシャー

受本体×8個
ピン×8本

■ 天板 ■ 底板 ■ 棚板 ※2枚入です。

部
品

ジョイント金具シャフト

8本

ビスL=28

5本

ビスキャップセット

5セット

ピンボルト

8本

化粧キャップ

4個

施工・取扱説明書

各1式

ビスキャップ（ブラック）
ワッシャー 5柄あり

85
3

15 20

35

98 550 98746

［上面図］

［側面図］ ［裏面図］［正面図］

引戸（開き勝手左右兼用）

部
品

取手

1個

ネジL=40

2本

下ガイド

1個

ビスＬ=14

2本

戸当たりシール

1枚

スムーザー受け金具×1個
ビスL=16×2本

引戸レールセット

部
品

上レール

1本

吊車

1個

吊車（スムーザー有）

1個

スムーザー受け金具セット

2セット

ビスL=14

6本
1本

サイズ

2個 2個 4セット 8本
W1550
W2250

1枚引戸
2枚引戸
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■ 底板
［上面図］

■ 棚板 ※2枚入です。
［上面図］

■ 背板
［上面図］［側面図］ ［側面図］ ［側面図］

寸法単位：mm製品図面・パーツセット明細
以下のパーツがすべて揃っているかをご確認ください。

241 253

86
0

238

［側面図］［正面図］

［上面図］

コーナーラック（左右兼用）

［側面図］ ［正面図］

294
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0
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エンドパネル

部
品

ビスL=28

8本

ビスキャップセット

8セット

ビスキャップ（ブラック）
ワッシャー

ビスキャップ

4個
5柄あり

部
品

ビスL=51

4本

ジョイント金具シャフト

12本

化粧キャップ

4個
5柄あり

ビスキャップセット

4セット

ビスキャップ（5柄あり）
ワッシャー

各部名称

コーナー
ラック

ボックス ボックス

エンド
パネル

天板ボックス可動棚板

FL FL

引戸 エンドパネル引戸 上レール

底板

棚板 コーナー用棚板

コーナー用底板

コーナー用背板

※下図は 2枚引戸タイプ です。 1枚引戸タイプ も同様です。
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製品全体寸法 寸法単位：mm

■ 引戸取り外し時

ボックス側 オープン側

壁

ボックス側 オープン側

壁

FL

FL

コーナーラック

壁

FL

■ コーナーラック取り付け時
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248

294

245
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229 245

［平面図］

※下図は右勝手です。
　左勝手は左右対称になります。 2枚引戸タイプ1枚引戸タイプ

［平面図］

［正面図］ ［正面図］ ［断面図］

［正面図］ ［正面図］ ［断面図］

［正面図］ ［正面図］ ［断面図］

236.2 251.2

●施工前に躯体の垂直・直角をご確認ください。
●本製品は壁面に対してビスで固定するため、施工壁は補強桟木や
12mm厚以上の合板（現場調達）で下地補強をしてください。

［正面図］ ［断面図］ ［正面図］ ［断面図］

1枚引戸タイプ 2枚引戸タイプ※背壁・側壁に下地補強必須。
※下図は右勝手です。左勝手は左右対称になります。

※背壁に下地補強必須。

壁

FL

ビス固定位置

下地補強

エンド
パネル

エンド
パネル

77
0

45
10
～

77
0

45
10
～

キッチンカウンター下収納として施工する場合
予めカウンターを取り付けた
状態でも施工可能です。 カウンター

造作壁

下地補強

躯体準備

製品本体は必ず壁面に固定してください。
壁面の下地処理が不充分の場合、転倒・脱落の原因となります。
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ビスL=51（ビスキャップ付）・・6カ所（下穴なし）

ビスL=28 
（ビスキャップ付）

木口
化粧面
手前

ビスL=28（ビスキャップ付）・・4カ所（下穴なし）

45 45

45

45

45 45

45
以
上

45
以
上

ビス固定位置

ビスL=28 
（ビスキャップ付）

使用不可

使用不可

木口
化粧面
手前

30 30

30

30

30 30

30

30

ビス固定位置

305

30
305

30

305

305

上

下

ビスL=51 
（ビスキャップ付）

（天板・底板固定スペース）

850

ボックス間に１枚
エンドパネルが必要です。
エンドパネルは２枚同梱
されていますが、
１枚は不要になります。

ビスL=28（ビスキャップ付）

ビスL=51（ビスキャップ付）

施工手順

1 事前準備

ボックスから可動棚板を取り外してください。
1 可動棚板の取り外し

寸法単位：mm

2 ボックスの上下確認

ボックスの天板の切り欠き
部分に「上」の押印があり
ますので上下間違わない
ようご注意ください。

天板

切り欠き

2 ボックス・エンドパネルの取り付け

側壁にエンドパネルをビスL=28（ビスキャップ付）で固定します。  1  で固定したエンドパネルとボックスとの内寸法が850mmになるよ
うにボックスを背壁にビスL=51（ビスキャップ付）で固定します。

1 エンドパネルを側壁に固定 2 ボックスを背壁に固定

1枚引戸タイプ

エンドパネルにはビスL=28取り付け用のダボ穴がありま
せん。ジョイント金具シャフト取り付け用のダボ穴（上図参
照）を使用しないようご注意ください。

●ボックスにはビスL=28取り付け用のダボ穴がありませ
んのでご注意ください。 
●エンドパネルは片面のみダボ穴があります。 コーナー
ラックを取り付けない場合はダボ穴のない面を外側にし
て取り付けてください。

ビスL=28（ビスキャップ付）・・4カ所（下穴なし）

エンドパネルをボックス内側からビスL=28（ビスキャップ付）で固定します。
3 ボックスにエンドパネルを固定

ビスL=28（ビスキャップ付）・・4カ所（下穴なし）
ビスL=51（ビスキャップ付）・・6カ所（下穴なし）

 3  でエンドパネルを固定したボックスの隣にボックスをビスL=28（ビ
スキャップ付）で固定します。その際に、ビスL=28同士が干渉しないよう
にご注意ください。
さらに、ボックスを背壁にビスL=51（ビスキャップ付）で固定します。

１枚引戸タイプを２セット連結する場合
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3 天板・底板の取り付け　※図は1枚引戸タイプですが、2枚引戸タイプも同様の手順です。

エンドパネル、またはボックス側板（外側）の
最上下段の穴にジョイント金具シャフトを取
り付けます。

1 ジョイント金具シャフトの取り付け
天板にジョイント金具シャフトを下側からは
め込み、下側からドライバーで4カ所を
左回しで締め、固定します。

2 天板の固定 3 底板の固定

施工手順 寸法単位：mm

ビスL=28（ビスキャップ付）・・4カ所（下穴なし）×2枚

ビスL=51（ビスキャップ付）・・
6カ所（下穴なし）×2セット

ボックスとボックスとの内寸法が
850mmになるように背壁にビスL=51
（ビスキャップ付）で固定します。

エンドパネルをボックス内側からビスL=28（ビスキャップ付）でそれぞ
れ固定します。

1 ボックスを背壁に固定 2 ボックスにエンドパネルを固定

2枚引戸タイプ

底板のジョイント金具を 1 で取り付けたジョ
イント金具シャフトに上側からはめ込み、上側
からドライバーで4カ所を左回しで締め、固定
します。 最後に化粧キャップを取り付けます。

※説明は両側オープンの施工手順です。片側オープン、両壁納めの場合は先にボックスにエンドパネルを取り付けてください。

ビスL=28 
（ビスキャップ付）

ビスL=28 
（ビスキャップ付）

1枚引戸タイプ

2枚引戸タイプ

エンドパネル・・4カ所（下穴あり）
ボックス側板・・4カ所（下穴あり） 

ボックス側板・・4カ所（下穴あり）×2セット

天板

底板 棚板

上面穴加工あり 上面穴加工なし

切り欠き

ビス固定位置

30 30

30

30

30 30

30

30

305

30
305

30

305

305

底板

ビスL=51 
（ビスキャップ付）

850

左回しジョイント
金具シャフト 

化粧キャップ・・4カ所

左回し

化粧キャップ

ビスL=51 
（ビスキャップ付）

（天板・底板固定スペース）

●ボックスにはビスL=28取り付け用のダボ穴がありませ
んのでご注意ください。 
●エンドパネルは片面のみダボ穴があります。コーナーラッ
クを取り付けない場合はダボ穴のない面を外側にして取
り付けてください。

木口
化粧面
手前

上

下

天板の切り欠き部
分に「上」の押印
がありますので上
下間違わないよう
ご注意ください。

底板と棚板を間違えないよう、
設置前にご確認ください。 

切り欠き
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施工手順

4 棚板の取り付け

寸法単位：mm

ボックス可動棚板はツノ付可動棚受を、棚板はピンボルトを、取り付けた
い高さのダボ穴に4カ所ずつ差し込み、棚板をはめ込みます。（2枚ずつ）
ツノ付可動棚受は予めピンを差し込んでください。

6 上レールの取り付け
上レールをユニットの天板に手前からはめ込み、ビスL=14で上レールビス穴から天板に向かって固定してください。

7 スムーザー受け金具の取り付け
上レールに空いている下穴にスムーザー受け金具を［ 取り付け向き参考図 ］を
参照して正しく取り付けてください。取り付け後、吊車（スムーザー有）を動かし、
スムーザーが正しく作動しているか確認してください。

5 上レールへ部品の取り付け
上レールへ吊車、吊車（スムーザー有）を［ 取り付け向き参考図 ］を参照
して正しい向きにセットしてください。

［断面図］

1枚引戸タイプ

2枚引戸タイプ

［正面図］

［上面図］

［上面図］

［正面図］

［上面図］

［正面図］

1枚引戸タイプ
2枚引戸タイプ

ビスL=14

ユニットの天板

側板エンドパネル

上レールビス固定数

ボックス可動棚板

棚板

［取り付け向き参考図］

右勝手 左勝手

1枚引戸タイプ

2枚引戸タイプ

［上面図］

［上面図］

［取り付け向き参考図］

右勝手

左勝手

【上面図】

吊車（スムーザー有）吊車
引戸

［ボックス可動棚板］

棚板

エンド
パネル 
ボックス側

ピンボルト

［棚板］

ボックス
可動棚板

ボックス
側板

ユニットの天板

上レール

2カ所

4カ所

6カ所（皿穴）
8カ所（皿穴）

付属ビス

スムーザー受け金具

上レール

上レール

付属ビス

スムーザー受け金具

細太
ピン

受本体のツノから
遠い方の穴にピンの
太い側を差し込みます

ツノ付可動棚受
     

受本体 

●ビス頭が出ないよう、ユニットの天板に対して垂
直にビス打ちしてください。ビス頭が出ていると、
吊車と干渉する恐れがあります。
●上レールは奥まで完全にはめ込んだ状態でビス
で固定してください。

直角にビス打ちしてくださ
い。ビス頭が出ていると、吊
車（スムーザー有）と干渉す
るおそれがあります。
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施工手順

8 下ガイドの仮固定

寸法単位：mm

ボックスの底板、またオープンシェルフ側の側板に沿わせるようにして下
ガイドを仮固定します。このとき長穴のみを使用し、ビスL=14のビス1本
で下ガイドを仮固定してください。丸穴は最終固定の際に使用します。 

10 引戸の取り付け

9 取手の取り付け
取手を取り付ける位置を確認し、引戸裏面から枠にあいている穴をガイ
ドにして前板にφ4.5の貫通穴をあけてください。その後、ネジL=40で取
手を取り付けてください。

 8 で仮固定したビスを少し緩め（①）、下ガイドの位置を前後に
調整（②）して引戸の位置を調整します。調整できたら①で緩めた
ビスを再度固定（③）し、丸穴の方もビスL=14で固定してください。

1枚引戸タイプ 1カ所（下穴なし）
下ガイド固定位置

［上面図］
右勝手

［上面図］
左勝手

ボックス底板底板

2枚引戸タイプ 2カ所（下穴なし）

［上面図］
ボックス底板底板ボックス底板

下ガイド

ボックス底板 底板
エンドパネル

引戸

下ガイド

側板

底板

引戸

取手

引戸（裏面）

枠

ネジL=40

ネジL=40・・2本（1カ所）

上記1枚引戸タイプの
右勝手・左勝手を各1枚
ネジL=40・・4本（2カ所）

穴あけ位置

右勝手 左勝手

穴あけ位置

カチッ

裏面
吊車キャッチャー

前板

ボックス

底板
側板

底板

下ガイド

ビスL=14

長穴

引戸

引戸

ビスL=14

① 緩める

③ 締める

② 前後に調整

下ガイド

穴あけの際は、前板側に当て木をしてください。当て木を
せずに穴あけを行うと前板表面が膨れる場合があります。

1枚引戸タイプ

2枚引戸タイプ

下ガイドにゆっくりと、引戸の溝をはめ込みます。 引戸は重量があるため、
下ガイドのみに荷重が掛からないようにしてください。

上レールの吊車を吊車キャッチャーにカチッと音がするまで確実にはめ
込んでください。

1 下部の取り付け

11 下ガイドの最終固定

2 上部の取り付け
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施工手順

引戸の高さ調整

寸法単位：mm

吊車キャッチャーの上下調整ネジを左右に回して引戸の高さ調整を
します。

12 13 スムーザーの動作確認
引戸をスライドさせてスムーザーが正しく動作しているか確認し
てください。

戸当たりシールの貼付け

引戸の戸尻面下部に戸当たりシールを1カ所貼り付けます。

14

15 カウンターの取り付け
ボックスの天板・天板それぞれ下側から、カウンターをビスL=28（ビスキャップ付）で固定します。

スムーザーが正常に機能していない場
合は、 スムーザーの自動復帰  P9  を
行ってください。

戸当たりシール貼付け位置
［断面図］

戸当たり
シール

取手

戸先

戸尻

15

戸当たりシール・・1カ所

動作範囲 
約50mm

吊車（スムーザー有）

ビスL=28 
（ビスキャップ付）

カウンター

引戸
エ
ン
ド
パ
ネ
ル

45

50 50

20

375 375

天板 ボックスの天板

5050 600

45
20

ビス固定位置
［上面図］

左回し=上がる 上下調整ネジ

＋1mm

-5mm

調整代

右回し=下がる

吊車キャッチャー

上レール

1枚引戸タイプ
引戸のどちらか1枚の戸尻面に戸当たりシールを上下2カ所に貼り付けます。

戸当たりシール貼付け位置
［断面図］

戸当たり
シール

取手

戸先

戸尻

15
15

戸当たりシール・・2カ所

2枚引戸タイプ

ビスL=28（ビスキャップ付）・・ボックスの天板 4カ所（下穴なし）／天板 5カ所（下穴なし）

※図は1枚引戸タイプを表記していますが、2枚引戸タイプも同様に施工を行なってください。
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施工手順

スムーザーの自動復帰　※スムーザーが正常に動作しない場合のみ

寸法単位：mm

スライダー

カチッ
ツメ

エ
ン
ド
パ
ネ
ル

スムーザー受け金具

スライダー

スムーザー受け金具

ガシャッ

スライダー

エ
ン
ド
パ
ネ
ル

正常に機能していない位置

正常に機能する位置

引戸を左右両側に動かし、全閉してください。 左右どちらかが10mm程
手前で一度引戸が止まりますので最後まで閉め切ってください。 
スライダーがスムーザー受け金具を乗り越えるとガシャッと音がします。

スムーザー受け金具が見えるまで引戸を開いてください。正常に自動復
帰するとカチッと音がし、 吊車（スムーザー有）下側にツメが出てきます。

1 引戸を全閉

引戸をスライドさせてスムーザーが正しく動作しているか確認してください。（   P8   13 参照）
スムーザーが正常に動作するまで、上記 1 ・ 2 を繰り返してください。

3 スムーザー自動復帰の確認

2 引戸を開く

必ずエンドパネルに当たるまで
ゆっくりと強く全閉してください。

開閉はゆっくりと行ない、スムーザー自動復帰後は無理に
押し込んだり、引っ張ったりしないでください。動作不良の
原因となります。
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施工手順 寸法単位：mm

16

ビスL=51（ビスキャップ付）・・4カ所（下穴なし）

ジョイント金具シャフト・・4カ所（下穴あり）／化粧キャップ・・4カ所 ジョイント金具シャフト・・4カ所（下穴あり）×2枚

45 45

45

45

45 45

45
以
上

45
以
上

ビス固定位置
使用不可

使用不可

ビスL=51
（ビスキャップ付）

木口
化粧面
外側

背壁

コーナー用
底板

ジョイント 
金具シャフト

エンドパネル、コーナー用背板の最下段の下穴4カ所にジョイント金具シャ
フトを取り付け、コーナー用底板を上からはめ込み、上側からドライバーで
4カ所を左回しで締めて固定します。最後に化粧キャップを取り付けます。

2 コーナー用底板の取り付け
ジョイント金具シャフトを取り付けたい高さのダボ穴に取り付け、
コーナー用棚板を上からはめ込み、下側からドライバーで4カ所を
右回しで締めて固定します。

3 コーナー用棚板の取り付け

コーナー用
棚板

右回し右回し

コーナー用
棚板

コーナー用背板を木口化粧面が外側になるようユニットのエンドパネルの横に据え付け、ビスL=51（ビスキャップ付）で背壁に固定します。
1 コーナー用の背板固定

コーナーラックの取り付け（コーナーラックを取り付ける場合のみ）

コーナー用
底板

左回し

化粧キャップ

コーナー用
底板

ジョイント 
金具シャフト
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○構成材料

本社  〒760-0067　香川県高松市松福町1-15-10

TE L（087）825 - 3 621
TE L（087）825 - 3 621
TE L（087）825 - 3 621

FAX（087）825 - 3645
FAX（087）825 - 3645
FAX（087）825 - 3645

首都圏 第1チーム 
首都圏 第2チーム 
首都圏 第3チーム

TEL（087）825 - 3 623
TE L（087）825 - 3 624
TE L（087）825 - 3 625

FAX（087）825 - 3647
FAX（087）825 - 3648
FAX（087）825 - 3649

近畿営業チーム    
中四国営業チーム    
九州営業チーム

首都圏営業
グループ

西日本営業
グループ

TE L（087）825 - 3 632
TE L（087）806 - 3 660
TE L（087）825 - 3 622

FAX（087）825 - 3695
FAX（087）825 - 3645
FAX（087）825 - 3646

北海道・東北営業チーム    
関東甲信越営業チーム
中部営業チーム

東日本営業
グループ

TE L（087）825 - 3 662
TE L（087）825 - 3 662
TE L（087）825 - 3 662

FAX（087）825 - 3669
FAX（087）825 - 3669
FAX（087）825 - 3669

特需 第1チーム 
特需 第2チーム 
特需 第3チーム

特需営業
グループ


